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１ 件 名 上尾市の不登校対策に関する請願 

 

２ 要 旨  上尾市の不登校対策として、フリースクール等不登校児童生徒

の支援を行う居場所の利用者への経済的支援を行うこと。経済的

支援の検討および運用に当たっては、上尾市不登校対策推進委員

会やその他の協議の場において、不登校児童生徒の支援に取り組

む民間団体等の意見を聴取・反映する環境を整備すること。 

 

３ 理 由  不登校などさまざまな理由で十分な義務教育を受けられなかっ

た子どもたちに教育機会を確保するための法律「教育機会確保法」

では、地方自治体に対しフリースクール等、学校以外の場で学習

活動等を行う不登校児童生徒に対する支援をすることを求めてい

る。また、不登校児童生徒の支援にあたって、教育機会確保法及

び文部科学省では、教育委員会・学校・自治体の福祉部門・民間

の団体相互の密接な連携の下に行うこととしている。このことを

踏まえれば、不登校児童生徒の支援に取り組む民間団体等につい

て、上尾市不登校対策推進委員会の委員として委嘱することや、

定期的な協議の場を設けることなど、民間団体等の意見を聴取し、

制度に反映をさせるための環境の整備が求められる。上尾市不登

校対策推進委員会でも民間の居場所等への支援のあり方について

検討が為されているが、当事者の視点に立って考えれば早急に検

討を進め、制度を実施すべきと考える。 

以上のことを踏まえて、上尾市の不登校対策として、フリース

クール等不登校児童生徒の支援を行う居場所の利用者への経済的

支援を行うこと。経済的支援の検討および運用にあたっては、上

尾市不登校対策推進委員会やその他の協議の場において、不登校

児童生徒の支援に取り組む民間団体等の意見を聴取・反映する環

境を整備することを求める。 

 

 


